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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第14期
第３四半期連結
累計期間

第13期
第３四半期連結
会計期間

第14期
第３四半期連結
会計期間

第13期

会計期間

自  平成21年
  　１月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    12月31日

売上高 (千円) 7,821,9976,604,4972,732,6152,500,75210,293,587

経常利益 (千円) 1,573,2281,668,443298,837 892,9861,848,684

四半期(当期)純利益 (千円) 195,6091,426,45537,866 728,506 44,049

純資産額 (千円) ― ― 7,263,3638,203,6507,216,919

総資産額 (千円) ― ― 12,783,25112,161,71512,049,494

１株当たり純資産額 (円) ― ― 38,303.8847,971.3138,064.87

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 1,708.4412,436.73330.64 6,348.75 384.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 1,701.3112,388.24329.17 6,327.52 383.10

自己資本比率 (％) ― ― 34.3 45.3 36.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,049,0891,420,285 ― ― 2,140,910

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △799,511△736,090 ― ― △1,833,210

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △401,267△56,770 ― ― △579,433

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 6,463,4905,807,2495,472,820

従業員数 (名) ― ― 711 729 693

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 729（36）

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者は除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員数であります。  

２　従業員数の（外書）は、臨時従業員の平均雇用人員であります。　 

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 202（32）

(注) １  従業員数は、当社から他社への出向者は除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。  

２　従業員数の（外書）は、臨時従業員の平均雇用人員であります。　 

EDINET提出書類

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社(E05474)

四半期報告書

 3/35



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

オンライン事業 ― ―

コンシューマ事業 ― ―

ゲーム開発事業 2,074 △99.6

合計 2,074 △99.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  金額は、製造原価によっております。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

オンライン事業 ― ― ― ―

コンシューマ事業 ― ― ― ―

ゲーム開発事業 2,500 ― ― ―

合計 2,500 ― ― ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

オンライン事業 2,460,768 16.1

コンシューマ事業 17,460 △84.0

ゲーム開発事業 22,523 △95.5

合計 2,500,752 △8.5

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　　なお、ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社はオンラインゲームサービスの代金決済業務の委託先で

あり、同社に対する販売実績は、当社グループが提供するオンラインゲームの利用者（一般ユーザー）に対す

る利用料等の総額であります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

ソフトバンク・ペイメント・サービス　株
式会社

1,140,53341.7 1,493,62759.7

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、政府による経済対策効果などを背景に一部景気回

復の兆しが見られるものの、政策支援の効果が一巡し、急速な円高の進行や海外経済の減速が懸念される

状況にあり、先行きに対する企業の慎重姿勢が強まっており、また個人消費においても低調に推移してお

ります。

当社を取り巻く環境は、インターネット利用環境の向上、多機能携帯端末の普及、スマートフォンと言

われる高機能携帯電話への本格的な移行や、ソーシャルネットワークサービス（SNS）におけるオンライ

ンゲーム市場が拡大するなど、事業環境は大きく変化を遂げております。

このような環境の中、当第３四半期連結会計期間においては、オンラインゲーム事業の主力タイトルで

ある「ラグナロクオンライン」の大型アップデートを実施するなど、既存顧客へのさらなる「感動と楽

しい経験」「新しい驚き」を提供してまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は2,500,752千円、営業利益は、710,723千円、経常

利益892,986千円、四半期純利益は728,506千円となりました。

なお、事業の種類別セグメントの業績（セグメント間の内部取引消去前）は以下のとおりであります。
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①オンライン事業

オンライン事業におきましては、当社の主力ゲームタイトルである「ラグナロクオンライン」の大

型アップデートを７月に実施いたしました。これにより、第１四半期及び第２四半期連結会計期間にお

いて、アップデートを目前に控えたユーザーの買い控え傾向が続いておりましたが、本アップデート以

降は休眠ユーザーの復帰、新規ユーザーの獲得、また顧客平均単価の向上などにより売上高は好転いた

しました。

この結果、売上高は2,460,768千円、営業利益は946,319千円となりました。

②コンシューマ事業

コンシューマ事業におきましては、昨今のゲームソフトの販売数が低迷している家庭用ゲーム機業

界における市場動向を鑑み、在庫リスクを回避することを目的としたダウンロード販売を中心とした

事業を展開してまいりました。当第３四半期連結会計期間においては全11タイトルの発売を開始いた

しました。

この結果、売上高は17,801千円、営業損失は55,166千円となりました。

③ゲーム開発事業

ゲーム開発事業におきましては、同業他社からのゲーム受託開発を中心に事業を展開しており、継続

して大型タイトルの受託ロイヤリティ収入が発生しておりますが、ゲームソフトの販売数は低迷して

おります。また新たに、次世代機向けの受託開発を行っております。

この結果、売上高は29,453千円、営業損失は75,583千円となりました。

　

  所在地別セグメントの業績(セグメント間の内部取引消去前)は以下のとおりであります。

①日本

日本国内におきましては、主力のオンラインゲーム事業を中心に展開してまいりました。オンライン

ゲーム事業では、前述のとおり、主力ゲームタイトル「ラグナロクオンライン」の大型アップデートを

７月に実施したことによる、休眠ユーザーの復帰、新規ユーザーの獲得強化を図るなど、ユーザーを飽

きさせない施策を継続的に提供してまいりました。この結果、売上高は2,162,415千円、営業利益は

560,997千円となりました。

②韓国

韓国地域におきましては、日本国内で実施した「ラグナロクオンライン」の大型アップデートの影

響により、ライセンス元である韓国子会社におけるロイヤリティ収入が増加しました。一方で、「ラグ

ナロクオンライン２」の配信開始を目前に控えていることから、韓国ユーザーのアイテム買い控えの

影響を受け、その結果、売上高は935,684千円、営業利益は315,451千円となりました。
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③その他の地域

その他の地域におきましては、北米及び欧州をはじめアジア地域等への展開を行っております。特に

欧州地域におきましては、連結子会社の欧州支社による欧州全域のサービス集約を発表したことが好

感し、新規加入者増などへの影響の結果、売上高は89,383千円、営業損失は43,940千円となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結

会計期間末に比べ657,605千円増加し、当第３四半期連結会計期間末には5,807,249千円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によって得られた資金は625,036千円となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益876,316千円があったものの、売上債権の増加額172,293千円

及び負ののれん償却額161,619千円によるものです。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によって得られた資金は294,732千円となりました。

これは主に定期預金の払戻による収入792,600千円の一方で、定期預金の預入による支出228,500千

円及び有形及び無形固定資産の取得による支出207,850千円によるものです。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によって使用された資金は219,555千円となりました。

これは主に短期借入金の純減額129,000千円、及び社債の償還による支出41,750千円によるもので

す。

　
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は94,646千円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 321,200

計 321,200

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 114,891 114,891
大阪証券取引所　　　　　　　
（ヘラクレス）（注５）

（注１）（注２）
（注３）（注４）

計 114,891 114,891 ― ―

(注) １　完全議決権株式であり、権利内容になんら限定のない当社における標準となる株式であります。

２　単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

３　発行済株式のうち24,308株は、現物出資（関係会社株式1,999,537千円）によるものであります。

４　「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使に

より発行された株式数は含まれておりません。

５　大阪証券取引所（ヘラクレス市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ＪＡＳＤＡＱ市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券

取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 62個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―個

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 310株

新株予約権の行使時の払込金額 56,000円

新株予約権の行使期間 平成18年５月18日から平成26年５月17日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価額　　56,000円
資本組入額　28,000円

新株予約権の行使の条件
権利付与日等、権利行使の条件は株主総会決議及び取締
役会決議に基づき、当社と付与対象者との間で締結する
権利付与契約に定めるものとする。　　　

新株予約権の譲渡に関する事項 権利の譲渡、質入及び担保権の設定は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。
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(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日
（注）

160 114,891 4,4805,329,9844,4805,322,672

(注)　新株予約権の権利行使

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年６月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　114,731114,731
権利の内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 114,731 ― ―

総株主の議決権 ― 114,731 ―

　

② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年　
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 273,500248,000240,000315,000279,900232,000198,800185,000173,800

最低(円) 204,000201,000204,400213,100167,100178,600176,300151,100152,800

(注) １　最高・最低株価は、大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」におけるものでありま

す。

２　大阪証券取引所（ヘラクレス市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ＪＡＳＤＡＱ市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新規に開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪

証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長ＣＥＯ
新規開発本部長

代表取締役社長ＣＥＯ 森　下　一　喜 平成22年８月１日

取締役常務執行役員
ＣＦＯ兼ＣＣＭＯ

取締役常務執行役員
ＣＦＯ兼ＣＣＭＯ兼
経営管理本部長

坂　井　一　也

平成22年７月１日

取締役常務執行役員
ＣＦＯ兼ＣＣＭＯ兼
財務経理本部長

取締役常務執行役員
ＣＦＯ兼ＣＣＭＯ

平成22年８月１日

取締役常務執行役員
ゲーム事業部長　兼
経営管理本部長

取締役常務執行役員
ゲーム事業部長

越　智　政　人 平成22年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年１月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年１月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※２
 7,328,210

※２
 5,122,099

売掛金 1,132,241 1,120,305

有価証券 ※２
 426,369

※２
 2,221,772

商品 20,182 25,638

仕掛品 13,886 95,274

その他 356,561 698,829

貸倒引当金 △1,437 △1,304

流動資産合計 9,276,013 9,282,614

固定資産

有形固定資産 ※１
 238,836

※１
 289,853

無形固定資産

ソフトウエア 563,415 678,386

ソフトウエア仮勘定 1,075,740 815,377

その他 25,078 28,666

無形固定資産合計 1,664,234 1,522,429

投資その他の資産

投資有価証券 337,745 515,408

長期前払費用 213,731 5,074

その他 524,402 497,780

貸倒引当金 △93,247 △63,667

投資その他の資産合計 982,632 954,596

固定資産合計 2,885,702 2,766,880

資産合計 12,161,715 12,049,494
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 249,483 206,235

短期借入金 168,500 ※２
 314,500

1年内返済予定の長期借入金 477,000 477,000

1年内償還予定の社債 ※２
 58,150

※２
 50,100

未払法人税等 534,714 538,465

賞与引当金 12,700 4,300

その他 1,321,922 1,666,814

流動負債合計 2,822,470 3,257,414

固定負債

社債 ※２
 49,900

※２
 24,750

長期借入金 100,000 －

退職給付引当金 59,801 58,740

長期前受収益 285,517 329,726

負ののれん 484,857 969,715

その他 155,518 192,228

固定負債合計 1,135,594 1,575,160

負債合計 3,958,065 4,832,574

純資産の部

株主資本

資本金 5,329,984 5,320,044

資本剰余金 5,322,672 5,312,732

利益剰余金 △3,890,855 △5,317,311

株主資本合計 6,761,801 5,315,465

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,135 △6,073

為替換算調整勘定 △1,245,194 △949,594

評価・換算差額等合計 △1,250,329 △955,667

新株予約権 155,876 168,284

少数株主持分 2,536,302 2,688,837

純資産合計 8,203,650 7,216,919

負債純資産合計 12,161,715 12,049,494
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 7,821,997 6,604,497

売上原価 2,991,873 1,956,229

売上総利益 4,830,124 4,648,267

販売費及び一般管理費 ※１
 3,583,604

※１
 3,472,997

営業利益 1,246,519 1,175,270

営業外収益

受取利息 132,176 117,367

為替差益 － 31,099

負ののれん償却額 498,738 484,857

その他 79,191 69,912

営業外収益合計 710,106 703,236

営業外費用

支払利息 36,687 24,662

持分法による投資損失 237,118 103,328

為替差損 9,417 －

その他 100,173 82,072

営業外費用合計 383,397 210,063

経常利益 1,573,228 1,668,443

特別利益

投資有価証券売却益 79,839 58,734

特別利益合計 79,839 58,734

特別損失

減損損失 781,352 22,927

訴訟関連損失 ※２
 121,372 －

本社移転費用 ※３
 139,562 －

特別損失合計 1,042,287 22,927

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 610,780 1,704,249

匿名組合損益分配額 669 791

税金等調整前四半期純利益 610,110 1,703,458

法人税、住民税及び事業税 265,220 219,957

法人税等合計 265,220 219,957

少数株主利益 149,280 57,045

四半期純利益 195,609 1,426,455
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 2,732,615 2,500,752

売上原価 1,345,512 655,271

売上総利益 1,387,103 1,845,481

販売費及び一般管理費 ※１
 1,171,700

※１
 1,134,757

営業利益 215,402 710,723

営業外収益

受取利息 40,410 36,381

為替差益 － 7,736

負ののれん償却額 161,619 161,619

その他 13,324 19,235

営業外収益合計 215,354 224,971

営業外費用

支払利息 11,403 8,643

持分法による投資損失 71,913 11,662

為替差損 33,645 －

その他 14,956 22,403

営業外費用合計 131,919 42,709

経常利益 298,837 892,986

特別利益

投資有価証券売却益 43,273 －

特別利益合計 43,273 －

特別損失

減損損失 － 15,878

訴訟関連損失 ※２
 121,372 －

本社移転費用 ※３
 139,562 －

特別損失合計 260,934 15,878

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 81,176 877,107

匿名組合損益分配額 517 791

税金等調整前四半期純利益 80,658 876,316

法人税、住民税及び事業税 83,483 90,327

法人税等合計 83,483 90,327

少数株主利益又は少数株主損失（△） △40,691 57,482

四半期純利益 37,866 728,506
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 610,110 1,703,458

減価償却費 654,906 448,560

減損損失 781,352 22,927

負ののれん償却額 △498,738 △484,857

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,440 32,289

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,126 8,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22,318 9,456

持分法による投資損益（△は益） 237,118 103,328

為替差損益（△は益） 20,735 41,785

投資有価証券売却損益（△は益） △79,839 △58,734

受取利息及び受取配当金 △137,853 △117,533

支払利息 36,687 24,662

売上債権の増減額（△は増加） 526,038 △31,390

たな卸資産の増減額（△は増加） 488,979 63,070

仕入債務の増減額（△は減少） △112,378 52,561

その他 △281,417 △272,829

小計 2,257,333 1,545,156

利息及び配当金の受取額 137,795 117,551

利息の支払額 △33,383 △21,181

法人税等の支払額 △312,656 △221,241

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,049,089 1,420,285

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △543,302 △1,953,300

定期預金の払戻による収入 422,151 1,302,200

有価証券の純増減額（△は増加） － 459,600

有形及び無形固定資産の取得による支出 △769,328 △616,418

投資有価証券の取得による支出 △52,585 △38,348

投資有価証券の売却及び償還による収入 125,703 166,276

長期前払費用の取得による支出 － △164,810

敷金及び保証金の差入による支出 △103,226 －

敷金及び保証金の回収による収入 30,782 119,514

その他 90,293 △10,804

投資活動によるキャッシュ・フロー △799,511 △736,090

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 190,000 △146,000

長期借入金の返済による支出 △543,044 －

長期借入れによる収入 － 100,000

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 △50,100 △66,800

新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,760 19,880

その他 △9,883 △63,850

財務活動によるキャッシュ・フロー △401,267 △56,770

現金及び現金同等物に係る換算差額 412,670 △292,995

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,260,981 334,428

現金及び現金同等物の期首残高 5,202,508 5,472,820

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 6,463,490

※１
 5,807,249
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　　　　Capri株式会社及びＬ５ Games Inc.は、当第３四半期連結累計期

間において清算結了したため、連結の範囲から除外しました。

（2）変更後の連結子会社の数

　　　10社

２  持分法の適用に関する事項の変更 （1）持分法適用関連会社

　①　持分法適用関連会社の変更

当第３四半期連結累計期間より、新たに設立されたIngamba LLC

に出資し、同社を持分法の適用の範囲に含めております。

　②　変更後の持分法適用関連会社の数

２社

　

EDINET提出書類

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社(E05474)

四半期報告書

18/35



　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　1,130,378千円
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,188,978千円
 

※２　担保資産　

①賃貸借契約に関する担保資産

有価証券
41,882千円

（500千米ドル）

②借入金等に関する担保資産　

現金及び預金 150,000千円

担保付債務 　

　1年内償還予定の社債
　(銀行保証付無担保社債）

58,150千円

　社債
 （銀行保証付無担保社債）

49,900千円

※２　担保資産　　　

　　　①賃貸借契約に関する担保資産

有価証券
46,229千円

（500千米ドル）

②借入金等に関する担保資産　

現金及び預金 150,000千円

担保付債務 　

　短期借入金 140,000千円

　1年内償還予定の社債
　(銀行保証付無担保社債）

50,100千円

　社債
 （銀行保証付無担保社債）

24,750千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日 
  至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 1,216,007千円

　貸倒引当金繰入   9,261千円

※２　訴訟関連損失

　GRAVITY Co.,Ltd.とSoftstar Entertainment Inc.

との訴訟の和解が成立した場合に生じる損失見込額

を計上しております。

※３　本社移転費用

　平成21年11月に予定されている本社移転に関して

見込まれる原状回復費用、建物附属設備等の耐用年

数見直しに伴う臨時償却費等であります。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 1,216,023千円

　 　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日 
  至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 374,709千円

　貸倒引当金繰入   3,308千円

※２　訴訟関連損失

　GRAVITY Co.,Ltd.とSoftstar Entertainment Inc.

との訴訟の和解が成立した場合に生じる損失見込額

を計上しております。

※３　本社移転費用

　平成21年11月に予定されている本社移転に関して

見込まれる原状回復費用、建物附属設備等の耐用年

数見直しに伴う臨時償却費等であります。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 392,209千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

現金及び預金 7,318,380千円

預入期間が３か月超の定期預金   △809,823千円

拘束性預金 △45,067千円

現金及び現金同等物 6,463,490千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金 7,328,210千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,520,961千円

現金及び現金同等物 5,807,249千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日

 至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 114,891

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

　　　該当事項はありません。

　

３  新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第３四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 普通株式 310 ─

連結子会社 ― ─ 155,876

合計 310 155,876

(注)  提出会社及び連結子会社の新株予約権はすべて権利行使可能なものであります。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
オンライン
事業
(千円)

コンシューマ
事業
(千円)

ゲーム開発
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,119,179109,200504,2362,732,615 ― 2,732,615

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 3,688 405,096408,785(408,785) ―

計 2,119,179112,888909,3333,141,401(408,785)2,732,615

営業利益又は営業損失(△) 610,528△267,11449,317392,732(177,329)215,402

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　

　
オンライン
事業
(千円)

コンシューマ
事業
(千円)

ゲーム開発
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,460,76817,460 22,5232,500,752 ― 2,500,752

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 341 6,930 7,271 (7,271) ―

計 2,460,76817,801 29,4532,508,024(7,271)2,500,752

営業利益又は営業損失(△) 946,319△55,166 △75,583815,569(104,845)710,723

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している事業内容及び製品・サービス種類・市場性等の類似性を考慮して区

　　分しております。

２　各区分に属する主要な製品・サービス

（１）オンライン事業

　　　オンラインゲームの企画・開発・運営事業及び付随事業等

（２）コンシューマ事業

　　　コンシューマゲーム及び映像作品の企画、制作及び販売等

（３）ゲーム開発事業

　　　オンラインゲーム及びコンシューマゲーム・ソフトウェアの受託開発等
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前第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
オンライン
事業
(千円)

コンシューマ
事業
(千円)

ゲーム開発
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,896,456266,204659,3377,821,997 ― 7,821,997

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 5,646 471,600477,246(477,246) ―

計 6,896,456271,8511,130,9378,299,244(477,246)7,821,997

営業利益又は営業損失(△) 2,172,145△527,81357,2571,701,589(455,070)1,246,519

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日)

　

　
オンライン
事業
(千円)

コンシューマ
事業
(千円)

ゲーム開発
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,403,27197,913103,3126,604,497 ― 6,604,497

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 1,559 6,930 8,489 (8,489) ―

計 6,403,27199,473110,2426,612,986(8,489)6,604,497

営業利益又は営業損失(△) 1,753,226△101,908△129,1201,522,197(346,927)1,175,270

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している事業内容及び製品・サービス種類・市場性等の類似性を考慮して区

　　分しております。

２　各区分に属する主要な製品・サービス

（１）オンライン事業

　　　オンラインゲームの企画・開発・運営事業及び付随事業等

（２）コンシューマ事業

　　　コンシューマゲーム及び映像作品の企画、制作及び販売等

（３）ゲーム開発事業

　　　オンラインゲーム及びコンシューマゲーム・ソフトウェアの受託開発等
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

韓国　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円）

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,223,859371,183137,5732,732,615 ― 2,732,615

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

7,560 570,267 ─ 577,827(577,827) ―

計 2,231,419941,450137,5733,310,443(577,827)2,732,615

営業利益又は営業損失(△) 114,672255,571△36,549333,694(118,291)215,402

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　

　
日本
(千円)

韓国　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円）

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,160,346251,02289,3832,500,752 ― 2,500,752

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,068 684,662 ― 686,730(686,730) ―

計 2,162,415935,68489,3833,187,483(686,730)2,500,752

営業利益又は営業損失(△) 560,997315,451△43,940832,508(121,784)710,723

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　その他の地域・・・アメリカ、フランス、ロシア他
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前第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

韓国　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円）

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,416,014979,092426,8907,821,997 ― 7,821,997

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

13,2101,913,999 ─ 1,927,209(1,927,209)―

計 6,429,2242,893,092426,8909,749,207(1,927,209)7,821,997

営業利益又は営業損失(△) 792,641931,654△113,0341,611,260(364,741)1,246,519

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日)

　

　
日本
(千円)

韓国　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円）

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,436,694818,730349,0726,604,497 ― 6,604,497

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,2501,678,220 ― 1,683,470(1,683,470)―

計 5,441,9452,496,950349,0728,287,968(1,683,470)6,604,497

営業利益又は営業損失(△) 1,115,115512,317△113,2631,514,170(338,899)1,175,270

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　その他の地域・・・アメリカ、フランス、ロシア他
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 米州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円） 342,653 597,249 44,674 984,577

Ⅱ 連結売上高(千円） ─　 ─　 ─ 2,732,615

Ⅲ 連結売上高に占める海外
　 売上高の割合（％）

12.5 21.8 1.6 36.0

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　

　 アジア 米州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円） 228,003 98,516 17,894 344,414

Ⅱ 連結売上高(千円） ―　 ―　 ― 2,500,752

Ⅲ 連結売上高に占める海外
　 売上高の割合（％）

9.1 3.9 0.7 13.7

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア・・・韓国、香港、タイ、フィリピン等

(2)米州・・・アメリカ、ブラジル等

(2)その他の地域・・・ロシア等

 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第３四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 米州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円） 893,947 859,165 128,6811,881,793

Ⅱ 連結売上高(千円） ─　 ─　 ─　 7,821,997

Ⅲ 連結売上高に占める海外
　 売上高の割合（％）

11.4 10.9 1.6 24.0

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日)

　

　 アジア 米州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円） 739,953 392,606 92,687 1,225,247

Ⅱ 連結売上高(千円） ―　 ―　 ― 6,604,497

Ⅲ 連結売上高に占める海外
　 売上高の割合（％）

11.2 5.9 1.4 18.5

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア・・・韓国、香港、タイ、フィリピン等

(2)米州・・・アメリカ、ブラジル等

(2)その他の地域・・・ロシア等

 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

　 　

１株当たり純資産額 47,971円31銭
　

　 　

１株当たり純資産額 38,064円87銭
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 1,708円44銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 1,701円31銭
　

１株当たり四半期純利益 12,436円73銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 12,388円24銭
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 195,609 1,426,455

普通株式に係る四半期純利益(千円) 195,609 1,426,455

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 114,496 114,697

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算
定に用いられた普通株式増加数(株)

480 449

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 330円64銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 329円17銭
　

１株当たり四半期純利益 6,348円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 6,327円52銭
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 37,866 728,506

普通株式に係る四半期純利益(千円) 37,866 728,506

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 114,526 114,748

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算
定に用いられた普通株式増加数(株)

511 385

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

当社の子会社であるGRAVITY Co., Ltd.は平成22年10月22日にBarunson Interactive Co., Ltd.（韓国ソウル

市）の発行済株式総数334,733株のうち、170,138株（50.8％)を取得し子会社としました。

 

　　　１．被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式及び取得した

議決権比率

 

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 Barunson Interactive Co., Ltd.

被取得企業の事業内容 ゲームソフトウェアの開発及びサービス

　（２）企業結合を行った主な理由

Barunson Interactive Co., Ltd.は、2003年に創立以来、二つのMMORPG（多人数同時参加型ロールプレイ

ングゲーム）を開発し、配信会社を通じて提供しております。そのうち、1タイトルは10カ国で商用サービス

されており、さらに別のMMORPGの開発も進めております。

これらの経験に裏付けられた開発力を持つBarunson Interactive Co., Ltd.がグループ入りすることによ

り、収益の拡大と市場競争、配信ノウハウ、開発力などの相乗効果が期待されております。

　（３）企業結合日

平成22年10月22日

　（４）企業結合の法的形式

株式取得

　（５）取得した議決権比率

取得株式 170,138株

議決権比率 50.8％

　（６）取得企業を決定することに至った主な根拠

当社の連結子会社であるGRAVITY Co., Ltd.が、株式取得により、Barunson Interactive Co., Ltd.の議

決権の50.8％を保有し、Barunson Interactive Co., Ltd.の取締役会の過半数の議決権を保有することにな

るため、企業結合会計上はGRAVITY Co., Ltd.が取得企業に該当し、Barunson Interactive Co., Ltd.は被取

得企業に該当いたします。　

　　　２．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価

現金　　　11,688百万ウォン

２　　３．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点において確定しておりません。

　　　４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点において確定しておりません。

　　　５．支払資金の調達、支払方法

自己資金
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社

取締役会  御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   中   嶋   康   博   　 印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   善   塲   秀   明   　 印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているガン

ホー・オンライン・エンターテイメント株式会社の平成21月１月１日から平成21年９月30日までの連結会計

年度の第３四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間

(平成21年１月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ガンホー・オンライン・エンターテイメント

株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期

間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社

取締役会  御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    嶋    康    博    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    善    塲    秀    明    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているガン

ホー・オンライン・エンターテイメント株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計

年度の第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期

間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ガンホー・オンライン・エンターテイメント

株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期

間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社の子会社であるGRAVITY Co., Ltd.は平成22年10月22日に

Barunson Interactive Co., Ltd.の株式を取得し、子会社化した。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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